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「共生」を意識し、
1＋ 1＝ 3になるような調和を

　軽井沢町庁舎改築や一定規模以上

の開発など、景観に影響する事業に

対し、助言などを行う景観アドバイ

ザーに 4 月から就任した。田中康夫

県政のとき、県のマスターアーキテ

クトとして、町のまちづくりに関わ

った経験も生かしていく考えだ。

 「開発ではなく、再生と共生を意識

して、軽井沢にどういうものが合う

か、思いを伝えていきたいですね」。

　セゾン現代美術館の理事で、7 月

26 日から始まる企画展のゲストキ

ュレーターを務める。「都市と共生」

をテーマにした自身のスケッチや資

料をはじめ、美術家・大久保英治さ

んの新作インスタレーションなどを

展示。建築家として、「共生」は常に

頭の片隅にあるキーワードだ。

　「ただ建てるのではなく、都市と自

然、人間と自然の共生を意識して、

1 足す 1 が 3 になるような、調和を

考えないといけない。軽井沢はまさ

に、その両方を大切にされてきた街

だと思う」

　大学時代、軽い気持ちで建築学科

を選んだこともあり、建築が好きな

周囲の学生と、毎週揃って建物見学

に行くのが苦痛だった。そんなとき、

古本屋で過去の偉大な建築家たちの
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July
20207月号

ク
マ
が
目
撃
さ
れ
た
場
所
に
は
看
板
を
設
置
。
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
も
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
を
発
信

し
て
い
る
。

　
軽
井
沢
町
に
寄
せ
ら
れ
た
5
〜

6
月
の
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
、
50

件
（
昨
年
は
16
件
）
に
上
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
例
年
だ
と
、
限

ら
れ
た
エ
リ
ア
に
集
中
す
る
こ
と

が
多
い
が
、
今
年
は
新
軽
井
沢
、

千
ヶ
滝
、
追
分
、
南
軽
井
沢
な
ど
、

各
地
域
で
異
な
る
ク
マ
が
目
撃
さ

れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

　
町
の
委
託
で
ク
マ
対
策
に
携
わ

る
N
P
O
法
人
ピ
ッ
キ
オ
の
田
中

純
平
さ
ん
に
よ
る
と
、
目
撃
さ
れ

て
い
る
ク
マ
の
8
～
9
割
は
、
1

～
2
歳
の
若
い
個
体
。
毎
年
5
～

7
月
は
、
前
年
冬
に
生
ま
れ
た
若

い
ク
マ
が
親
離
れ
す
る
時
期
の
た

め
、「
餌
が
あ
っ
て
他
の
ク
マ
が
い

な
い
新
天
地
を
求
め
て
、
森
を
移

動
し
て
き
た
ク
マ
が
、
人
里
に
出

て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
目
撃
さ
れ

建築家・青山学院大学総合文化政策学部教授

團 紀彦 さん

て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

　
同
法
人
で
は
毎
冬
、
電
波
発
信

器
を
つ
け
た
メ
ス
グ
マ
の
冬
眠
穴

近
く
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
新
た

に
生
ま
れ
た
個
体
数
を
調
査
し
て

い
る
が
、「
去
年
は
出
産
が
結
構
あ

っ
た
の
で
、
今
年
は
目
撃
情
報
が

増
え
る
と
予
測
し
て
い
た
」と
い
う
。

　
目
撃
者
か
ら
町
に
通
報
が
あ
る

と
、
連
絡
を
受
け
た
ピ
ッ
キ
オ
の

ス
タ
ッ
フ
が
、
ベ
ア
ド
ッ
グ
（
ク

マ
対
策
犬
）
と
と
も
に
現
地
へ
赴

き
、
ク
マ
の
匂
い
を
頼
り
に
追
尾
。

ク
マ
を
見
つ
け
た
ら
ベ
ア
ド
ッ
グ

に
吠
え
さ
せ
、
恐
怖
心
を
植
え
付

け
て
森
の
奥
へ
と
追
い
払
う
。
ま

た
、
目
撃
場
所
付
近
に
罠
を
設
置

し
、
捕
獲
し
た
ク
マ
に
は
発
信
器

を
装
着
。
ベ
ア
ド
ッ
グ
の
鳴
き
声

や
花
火
な
ど
で
威
嚇
し
な
が
ら
放

獣
し
、
人
や
犬
に
近
づ
く
と
怖
い

と
ク
マ
に
学
習
さ
せ
て
い
る
。

　
ク
マ
と
至
近
距
離
で
出
会
わ
な

い
た
め
に
、
ク
マ
鈴
を
持
つ
こ
と

は
有
効
だ
。
田
中
さ
ん
は
「
鈴
の

音
が
近
づ
い
て
く
る
の
が
わ
か
れ

ば
、
ク
マ
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
な

い
。
精
神
的
に
ゆ
と
り
が
で
き
、

む
か
っ
て
く
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
」
と
話
し
た
。

広
い
エ
リ
ア
で
、
複
数
の
子
グ
マ
出
没

5
〜
6
月
の
目
撃
情
報
、
50
件

スケッチに出合い、勇気をもらった。

　「いろんな人がいていいと思えたん

です。5 人いたら 5 通りのやり方が

あるんだって」

　国内では、表参道ケヤキビルの設

計、日本橋コレド室町の街区と街路

の再生計画のデザインを担当。台北

桃園空港第一ターミナルの改修計画

では、2014 年に台湾建築賞を受賞

している。30 年前の建物を耐震構

造にし、年間利用者が 1500 万人に

増えても耐えられるよう作り変えた。

　「建築や都市も、生き物のように少

しずつ成長し老化していく。そのと

きに、過去の糸を全て断ち切るので

はなく、新たな糸の結び目をつくっ

ていく流れを大切にしたい。過去と

未来の共生ですね」

　現在は台湾の離島にある 4 つの

空港の設計プロジェクトなども手が

ける。

　相模湾に面する神奈川県葉山町で

生まれ育った。山よりも海の方が馴

染み深く「もう一回命があったら、

軽井沢のような山の近くでも暮らし

てみたいですね」。

　小さい頃から素潜りが得意。64

歳の今も、手銛を片手に海へ潜り、

捕った魚を料理するのが楽しみだ。

　
6
月
19
日
以
降
、
都
道
府
県
を

ま
た
ぐ
移
動
が
全
国
的
に
緩
和
さ

れ
、
軽
井
沢
町
を
訪
れ
る
観
光
客

も
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
。

　
旧
軽
井
沢
銀
座
の
輸
入
洋
品
店

の
ス
タ
ッ
フ
は
7
月
4
日
、「
出
歩

く
人
は
増
え
て
い
る
が
、
去
年
の

同
じ
時
期
に
比
べ
た
ら
ま
だ
ま
だ
。

外
国
人
観
光
客
が
い
な
い
の
は
大

き
い
」
と
話
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
打
撃
を
受
け
た
事
業
者
を
支
援

し
よ
う
と
、
町
は
町
内
施
設
で
使

え
る
商
品
券
を
全
町
民
に
配
布
す

る
。
商
品
券
は
5
0
0
円
10
枚
綴

り
。
7
月
1
日
時
点
で
軽
井
沢
町

に
住
民
基
本
台
帳
が
あ
る
町
民
が

対
象
。
各
家
庭
の
世
帯
主
へ
、
9

月
中
に
家
族
の
人
数
分
郵
送
す
る
。

使
用
期
限
は
10
月
1
日
～

2
0
2
1
年
1
月
31
日
。
利
用
で

き
る
店
舗
は
７
～
8
月
に
軽
井
沢

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
募

す
る
。

　
商
品
券
と
は
別
に
、
町
内
の
宿

泊
施
設
の
利
用
が
3
0
0
0
円
割

引
き
さ
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
も
発
行

す
る
。
1
4
7
施
設
で
利
用
で
き
、

先
着
順
。
8
月
1
日
以
降
の
予
約

で
、
10
月
1
日
～
2
0
2
1
年
1

月
31
日
ま
で
の
宿
泊
者
が
対
象
。

ク
ー
ポ
ン
利
用
者
は
お
土
産
店
や

飲
食
店
で
使
え
る
1
0
0
0
円
割

引
券
が
も
ら
え
る
。

　
6
月
5
日
、
町
議
会
6
月
会
議

散
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
藤
巻
町
長

は
夏
場
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
大
型
商
業
施
設
の
混
雑
緩
和

車
ナ
ン
バ
ー
末
尾
で
、
買
い
物
客
分
散

5
千
円
分
の
商
品
券
、
全
町
民
へ

に
向
け
「
軽
井
沢
の
新
し
い
マ
ナ

ー
」
の
実
践
を
提
案
し
た
。

　
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
の
末
尾
数

が
奇
数
な
ら
奇
数
日
に
、
偶
数
な

ら
偶
数
日
に
お
店
を
利
用
し
て
も

ら
う
と
い
う
も
の
。
期
間
は
7
月

1
日
か
ら
9
月
30
日
。
強
制
で
は

な
く
、
協
力
し
て
も
ら
え
る
人
へ

の
お
願
い
と
い
う
形
だ
。

7
月
4
日
の
旧
軽
井
沢
銀
座
。
休
業
し
て
い
た
お
店

も
オ
ー
プ
ン
し
、
観
光
客
も
戻
り
つ
つ
あ
る
。


